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【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通
信

員
】
北
支
部
で
は
9
月
5
日
に
コ

ロ
ナ
前
の
規
模
を
目
指
し
、
支
部

会
館
に
て
拡
大
決
起
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

分
会
の
仲
間
を
誘
い
合
い
、
当

日
は
全
分
会
・
全
世
代
（
10
代
〜

80
代
）
の
仲
間
90
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
8
月
に
組
合
加
入
し
た
事

業
所
か
ら
青
年
部
世
代
の
5
人
も

参
加
、
賑
や
か
な
決
起
集
会
が
久

し
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

集
会
前
日
ま
で
は
3
分
会
（
赤

羽
、
西
が
丘
、
十
央
）
で
成
果
が

あ
が
っ
て
い
な
い
状
況
で
し
た

が
、
西
が
丘
、
十
央
は
仲
間
の
つ

な
が
り
か
ら
2
件
ず
つ
の
加
入
が

あ
り
ま
し
た
。

決
起
集
会
当
日
に
は
、
赤
羽
分

会
の
交
流
会
（
こ
の
間
北
支
部
で

取
り
組
ん
で
い
る
分
会
ご
と
の
後

継
者
イ
ベ
ン
ト
）
に
初
め
て
参
加

し
た
仲
間
の
事
業
所
か
ら
従
業
員

の
新
加
入
手
続
き
が
あ
り
、結
果
、

全
分
会
で
実
績
を
積
み
上
げ
て
決

起
集
会
の
開
催
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

秋
の
月
間
で
は
、
一
人
で
も
多

く
の
仲
間
と
の
訪
問
対
話
か
ら
対

象
者
の
掘
り
起
こ
し
を
行
な
う
こ

と
と
、
分
会
・
群
役
員
の
声
掛
け

に
よ
る
行
動
、
支
部
で
作
成
し
た

拡
大
グ
ッ
ズ
の
ク
ー
ル
シ
ー
ト
を

活
用
し
て
全
分
会
で
の
達
成
を
め

ざ
し
ま
す
。

【
小
金
井
国
分
寺
・
書
記
・
碇

谷
栄
治
通
信
員
】
こ
の
秋
は
地
域

在
住
の
未
加
入
者
の
掘
り
起
こ
し

を
最
重
点
課
題
に
す
え
て
、
『
東

京
土
建
』
を
市
内
全
域
に
知
ら
せ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

立
て
看
板
の
設
置
・
付
け
替
え

行
動
等
を
序
盤
に
設
定
。
こ
れ
ま

で
も
掲
示
は
行
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
設
置
数
が
少
な
く
、
経
年
劣

化
で
退
色
し
目
立
た
な
く
な
っ
て

い
た
の
で
、
各
分
会
で
新
た
な
設

置
を
積
極
的
に
行
な
い
、
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ラ
シ
ま
き
も
旺
盛
に

取
り
組
み
、
さ
ら
に
組
合
員
宅
へ

の
訪
問
時
に
は
、
今
後
の
行
事
や

メ
リ
ッ
ト
満
載
の
チ
ラ
シ
集
を
持

参
。
最
低
で
も
2
回
組
合
員
宅
を

訪
問
し
て
、
興
味
を
持
っ
た
内
容

か
ら
新
た
な
仲
間
の
発
掘
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

厚
生
文
化
部
の
こ
の
月
間
の
肝

い
り
で
あ
る
「
所
得
サ
ポ
ー
ト
保

険
」
に
つ
い
て
、
あ
る
事
業
所
か

ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け
、
桜
保
険

事
務
所
と
一
緒
に
説
明
に
行
き
ま

し
た
。
「
外
注
従
事
者
の
組
合
新

規
加
入
と
同
時
に
、
所
得
サ
ポ
ー

ト
保
険
を
会
社
で
半
額
負
担
し
て

掛
け
て
あ
げ
た
い
。
そ
れ
が
回
り

ま
わ
っ
て
自
社
の
利
益
に
な
る
」

（
社
長
談
）
と
の
こ
と
で
し
た
。

既
加
入
の
仲
間
と
合
わ
せ
て
2
件

の
契
約
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

全分会の仲間が団結してのガンバロー

【
目
黒
・
書
記
・
根
井
良
聡
通

信
員
】
目
黒
支
部
で
は
、
今
年
度

の
第
66
回
定
期
大
会
方
針
で
、
大

き
な
組
織
を
取
り
戻
す
た
め
に
70

周
年
ま
で
の
5
年
間
で
2
5
0
0

人
支
部
の
建
設
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

秋
の
拡
大
は
早
め
に
動
き
出

し
、
8
月
20
日
か
ら
統
一
日
曜
行

動
を
開
始
。
同
日
の
出
陣
式
で
は

27
人
の
新
加
入
者
を
迎
え
入
れ
ま

し
た
。こ
の
行
動
で
は
各
分
会
が
、

分
会
内
外
の
仲
間
や
新
設
法
人
リ

ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
事
業
所
と
、

独
立
・
共
済
関
係
・
労
働
保
険
関

係
・
36
協
定
学
習
会
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
登
録
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
あ
ら
ゆ

る
ネ
タ
を
活
用
し
て
対
話
し
、
相

手
の
今
の
状
況
を
把
握
し
、
つ
な

が
り
強
化
を
目
指
し
ま
し
た
。

9
月
10
日
に
は
、
ス
ク
エ
ア
荏

原
に
て
秋
の
活
動
者
会
議
を
69
人

の
参
加
で
開
催
。
佐
藤
義
光
教
宣

部
長
は
「
私
達
の
要
求
を
通
す
た

め
に
一
番
重
要
と
な
る
の
が
拡

大
。
そ
れ
に
は
皆
さ
ん
の
苦
労
が

必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
闘
っ
て

学
び
、
学
ん
で
闘
う
を
胸
に
、
こ

の
月
間
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
言
葉
を
結
び
ま
し
た
。

組合員訪問のようす
（小金井西部分会）

活発に意見が飛び交う
活動者会議

【
墨
田
・

書
記
・
原
優

伍
通
信
員
】

「
組
織
実
増

と
2
7
0
0

人
支
部
完
全

復
活
！
次
代

を
担
う
組
織

建
設
を
目
指

そ
う
！
」
が

ス
ロ
ー
ガ
ン

の
墨
田
支
部

で
は
、
秋
の

拡
大
月
間
成

功
に
む
け
て

9
月
4
日
、
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
拡
大
出
陣
式
を
開
催
し
ま
し

た
。決

意
表
明
で
は
「
結
果
に
コ
ミ

ッ
ト
！
」（
本
所
第
一
分
会
）「
な

せ
ば
な
る
！
」（
本
所
第
二
分
会
）

「
め
ざ
せ
、
プ
ラ
ス
ワ
ン
拡
大
達

成
」（
八
広
分
会
）「
拡
大
は
暮
ら

し
を
守
る
第
一
歩
」
（
あ
づ
ま
分

会
）
「
拡
大
は
『
焦
ら
ず
、
地
道

に
、
続
け
る
こ
と
』
」（
ひ
き
ふ
ね

分
会
）「
組
合
と
、
建
設
業
界
の
、

明
日
の
た
め
に
。
」（
立
花
分
会
）

「
分
会
と
組
合
員
の
つ
な
が
り
を

深
め
よ
う
！
」
（
す
み
だ
分
会
）

「
広
げ
よ
う
！
創
ろ
う
！
拡
大
の

輪
！
」（
青
年
部
）「
変
わ
ら
ぬ
パ

ワ
ー
で
や
り
抜
き
ま
す
！
」
（
女

性
の
会
）「
自
然
に
任
せ
る
の
み
」

（
シ
ニ
ア
友
の
会
）
と
各
分
会
、

青
年
部
、
女
性
の
会
、
シ
ニ
ア
友

の
会
か
ら
意
気
込
み
と
秋
の
拡
大

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
発
表
さ
れ
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

秋
の
目
標
人
数
は
1
月
1
日
組

織
数
2
6
9
9
人
の
3
・
5
％
＝

95
人
。
こ
の
秋
の
月
間
で
は
、
仲

間
と
の
総
対
話
、
事
業
所
と
の
関

係
を
強
め
て
、
組
織
の
拡
大
強
化

を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

【
小
平
東
村
山
・

書
記
・
小
野
健
太
通

信
員
】
9
月
3
日
、

仲
間
づ
く
り
出
陣
式

を
兼
ね
て
「
大
Ｂ
Ｂ

Ｑ
だ
よ
！
全
員
集
合

‼
」
を
開
催
。
立
川

市
タ
チ
ヒ
ビ
ー
チ
に

昨
年
を
上
回
る
総
勢

2
2
4
人
の
仲
間
が
集
結
し
ま
し

た
。時

間
に
な
る
と
続
々
と
仲
間
が

集
ま
り
、席
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
、

石
塚
書
記
長
の
乾
杯
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ

が
始
ま
り
ま
し
た
。
「
肉
が
う
ま

い
！
」
「
暑
い
け
ど
、
そ
の
分
ビ

ー
ル
が
う
ま
い
！
」
と
勢
い
よ
く

飲
食
を
し
て
い
て
、
仲
間
の
笑
顔

が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

少
し
歓
談
を
挟
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
飛
田
組
織
部
長
か
ら
秋
の
仲

間
づ
く
り
の
方
針
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
今
月
間
も
参
加
者
が
楽
し

く
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
、
訪
問
件
数
や
参
加
者
に
応
じ

た
景
品
を
用
意
し
、「
訪
問
祭
り
」

や
「
参
加
者
ス
タ
ン
プ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
、
組
織
強
化
企
画
の
「
セ

レ
ク
ト
3
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
新
た
な
参
加
者
や
組
織

強
化
を
狙
い
ま
す
。

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
仲
間
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
た
出
陣
式
兼

Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
。
こ
の
勢
い
や
団
結

力
を
組
織
拡
大
・
強
化
に
つ
な
げ
、

月
間
達
成
を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
て

い
き
ま
す
。

後継者・青年部世代
が育つ小平東分会

東尾久1分会の決意表明

【
荒
川
・
書
記
・
菊
池
賢
太
朗

通
信
員
】
9
月
6
日
、
荒
川
支
部

会
館
で
秋
の
拡
大
決
起
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

津
田
執
行
委
員
長
は
、
「
こ
の

秋
の
拡
大
は
い
つ
も
の
拡
大
と
違

い
何
で
も
や
る
、
何
と
し
て
で
も

達
成
さ
せ
る
と
い
う
く
ら
い
の
気

持
ち
で
や
ら
な
い
と
厳
し
い
。
み

ん
な
で
意
思
統
一
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

し
ば
ら
く
歓
談
を
楽
し
ん
だ

後
、
各
分
会
や
主
婦
の
会
、
荒
友

会
か
ら
拡
大
に
対
す
る
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
際

に
は
各
分
会
が
加
入
書
を
持
ち
寄

り
、
全
体
で
13
人
と
い
う
成
果

で
、
良
い
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
と

な
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
五
箇
谷
組
織
部
長
か

ら
、
「
自
分
の
分
会
や
群
に
所
属

し
て
い
る
組
合
員
や
事
業
所
に
つ

い
て
改
め
て
確
認
し
て
、
対
象
者

の
見
極
め
を
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
秋
の
拡

大
月
間
に
向
け
て
意
思
統
一
を
行

な
い
ま
し
た
。
決
起
集
会
に
は
38

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

良いスタート切る
「何でもやる」意気込みで

あ
の
手
こ
の
手
で
拡
大
序
盤
か
ら
全
力
疾
走

あ
の
手
こ
の
手
で
拡
大
序
盤
か
ら
全
力
疾
走

全
世
代
の
仲
間
が
９０
人

北

久
々
に
賑
や
か
な
決
起
集
会

要
求
実
現
に
向
け
て

目黒

早
期
指
導
で
組
織
拡
大
へ

荒
川

出陣式はスローガン秋祭り
２７００人完全復活へ墨

田

仲
間
の
笑
顔
輝
く

小 平
東村山

新
既
合
わ
せ
て
２
件

小金井
国分寺

ビ
ー
チ
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
出
陣
式

所
得
サ
ポ
ー
ト
成
約
予
定

求

人

求

職


